


第1回 リアル熟議
「よりよい就職のために」

環境プロジェクト
「緑のカーテン ゴーヤーで夏を涼しく」

　就職・キャリア形成における課題を見
つけ、その解決策を作り出すことを目的
に、鈴木寛文部科学副大臣（当時）を招
いて、第１回リアル熟議「よりよい就職
のために」を開催しました。キャリアセ
ンターのサポートのもと、「岐大発！熟議
推進委員会」の学生が主催・企画・運営。
学生、企業、自治体関係者及び大学教職
員など118人が参加しました。
　内定を取ることを目的とせず、人生設
計やキャリア設計を見据えた上で職業や
企業を選択するよりよい就職について、
熱心で活気ある議論を展開。鈴木副大臣

　学生サークルの緑化研究会「three	
trees」が環境プロジェクトの一環として、
大学本部棟の西側壁面にゴーヤーで緑の
カーテンをつくりました。同研究会は岐阜
県が企画する『平成23年度「緑のカーテ
ンで夏を涼しく過ごそう！」』の参加団体
に選ばれ、5月17日（火）に県から配付さ
れたゴーヤーの苗40株を植えました。夏
の強い日差しを和らげ、自然の力で涼し
く過ごす省エネ効果が期待される自然の
カーテン。西日が差しこむ大学本部の部

（当時）による講評では、「熟議は答えを
聞きだすものではなく、自分たちで見い
だすこと。ここで得た発見を五感で理解
し、次の行動へとつなげてほしい」と激励。
参加者全員が共通のテーマに対して、根
底にある問題や解決策、新たな取り組み
に向けての認識を一つにするなど、有意
義な一日となりまし
た。キャリアセンター
では、学生のキャリ
ア形成に繋がる自主
的な活動を、今後も
支援していきます。

屋も、青々と茂ったゴーヤーの葉が窓を覆
い、日陰を作ってくれました。
　8月9日（火）には、大切に育てたゴーヤー
を収穫。サークルの森本恒さん（工学部2
年）は，「順調に成長し、こんなに収穫で
きて大成功です。自分たちが作ったと思
うと可愛いですね」と笑顔で話しました。
また、今後のサークルの活動として「学生
目線の大学環境づくりに励み、エコ検定や
ISOの勉強をしてキャンパスをより良い環
境にしていきたい」と抱負を語りました。

い活躍をしてくれました。大橋さんは
「今回は残念な結果でしたが、ぎふ清流
国体をめざして練習に励
み、もう一度挑戦したいと
思います。」と抱負を語っ
ていました。来年度のぎ
ふ清流国体での活躍に期
待したいです。
がんばれ大橋さん!

　岐阜大学では、優れた学問を発展させてきた一流の研
究者による講演会を定期的に開催しています。4月27日
（水）には本学の卒業生である京都大学iPS細胞研究所の
山田泰広教授による「再生医療実現に向けたiPS細胞研
究」の講演が、6月1日（水）にはNPO法人防災情報機構
会長で元NHK解説委員の伊藤和明氏による「地震列島の
宿命」と題した講演がありました。参加した学生や若手
研究者は熱心に話に聞き入っていました。多くの皆様に
ご参加いただき、ありがとうございました。

　地域科学部3年生の大橋あゆみさん
が、10月に開催された「おいでませ!
山口国体」の岐阜県代表選手として出
場しました。なぎなた競技には、「試合」
と「演技」の2種類があり、大橋さん
は「試合」に出場しました。　「試合」
は防具をつけ、定められた部位（面部、
小手部、胴部、脛部、咽喉部）を確実に
早く打突して勝負を競います。
　結果は、沖縄県代表に惜しくも敗れ
ましたが、岐阜県代表として素晴らし

　環境、バイオ、情報、教育などの21世紀の重要テーマ
について、研究成果を社会に発信する「岐阜シンポジウ
ム」。7月15日（金）に第22回が開かれ、能島工学部教授
と国土交通省中部地方整備局の野田徹氏がそれぞれ講
演。パネルディスカッションでの呼びかけに対し、コー
ディネーターの杉戸理事は、超広域災害に備えて今岐阜
でできることとして、「周辺自治体との連携を核とした防
災拠点ネットワークの構築や地震への正しい理解と共通
認識」などを進言しました。

第29回・第30回 岐阜大学フォーラム
を開催しました

祝！ 国体出場 ～なぎなた～ 第22回 岐阜シンポジウム
「いま ぎふ ができること」

　東北地方太平洋沖地震の発生を受け発生が予想される
大規模海溝型地震において、中山間地を広く抱える岐阜
県の対応に焦点を絞った緊急現地調査を実施。その報告
会に教職員・学生、行政関係者ら約150名が参加しまし
た。地震工学を専門とする杉戸理事からは、東海・東南
海・南海地震の想定断層モデルと比較した解析結果の報
告が、森口工学部助教からは、液状化や土砂崩壊による家
屋や道路への被害報告がありました。質疑応答も活発に
行われ、予想される大規模地震への備えをする契機とな
りました。

　岐阜大学の創立62周年を
記念して、講堂にて記念日行
事を開催。教職員ら約270名
が出席し、記念日を祝いまし
た。森学長が「岐阜大学の現
状と報告」と題し、教育、研
究、国際化及び社会貢献について、新たな取り組みの報告
と今後の方向性を述べ、第2期中期目標を踏まえた「岐阜
大学のビジョン」達成に向けての決意を示しました。ま
た、記念講演や管弦楽団による演奏、コーラスクラブの合
唱も行われました。

東北地方太平洋沖地震
現地調査緊急報告会を開催

創立62周年の記念日をお祝い

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2010 →Mar.2011Topics

オープンキャンパス2011

　8月9日（火）から11日（木）に開催された
オープンキャンパス。3日間で昨年を上回る
5,486人（前年は5,066人）の高校生やその保
護者が大学を訪れました。各学部では、学
科（課程）の紹介、模擬講義、体験実習、施設
見学などを実施し、学部の特色を紹介しまし
た。また、オレンジ色のＴシャツを着た在学
生が、キャンパスを案内する岐大ツアーや
トーキングコーナーなども実施。在学生な
らではの企画で、岐阜大学の魅力を伝えま
した。猛暑にも関わらずたくさんの方々に
ご参加いただき、ありがとうございました。

平成23年8月9日（火）〜11日（木）

平成23年4月27日（水）・6月1日（水）

平成23年4月5日（火）

平成23年6月1日（水）

平成23年7月15日（金）

平成23年6月17日（金）
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